
 

福岡市食の安全安心の確保に関する基本方針について 

 

１ 策定の経緯 

 〇平成 15年 

国内での BSEの発見等「食品の安全性」や「食の安心」が大きな社会問題となり、国が「食品

の安全性」の確保についての基本理念などを定めた「食品安全基本法」を制定 

 〇平成 17年 

福岡市が、平成 17 年度に「福岡市食品の安全性の確保に関する基本方針～食の安心を求めて

～」を策定 

〇平成 21年 

市内での菓子の賞味期限改ざんなどの事案が発生し、「福岡市食の安全安心の確保に関する基

本方針」へと改名、改定 

※食品安全基本法に第７条に基づく地方公共団体の責務を明確に示すものとして位置づけ。 

 

２ 市基本方針と関係法令等との同一状況 

 

       ○：ほぼ同一の内容・大枠、△：全国にかかる内容・大枠 
■：福岡市独自の内容、  ▲：福岡県独自（福岡市含む）の内容 

   

３ 現状 

 平成 21 年の市基本方針改定後に定められた福岡県条例や改正食品衛生法の内容も踏まえ、検討

を行っているが、当初市基本方針のみで示されていた事項が、順次他法令等で示され、補完、充実

している状況にある。 

 

４ 資料 

 福岡市食の安全安心の確保に関する基本方針別紙 

 

制定等時期 H15 H17
（H21改定） H27 H28 R3 毎年度

法令等 食品安全
基本法

市基本方針 食品表示法
（施行）

福岡県条例
（制定）

改正食品衛生法
全面施行

市監視指導
計画

基本理念 ○ ○ ○
行政の責務 ○ ○ △ ○ ○
事業者の責務 ○ ○ △ ○ ○
消費者の役割 ○ ○ ○
地域特性 ■ ▲ ■

施策の方向性 ■ ▲ △ ■
施策体系 ■ ▲ △
具体的施策 ■
施策推進体制 ■ ▲ △ ■
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年 事 件 お よ び 行 政 対 応

H  8 　★腸管出血性大腸菌O157による集団食中毒事件

H12 　★加工乳集団食中毒事件

H13
　★BSE問題（国内で罹患牛発見）

アレルギー表示制度開始

H14
　★輸入食品の残留農薬問題（中国産冷凍ほうれんそう）

「食品の表示に関する共同会議」開催

H15

　★アメリカでBSE罹患牛発見

「食品安全基本法」施行

「食品衛生法」の改正（食品安全委員会の設置などリスク分析に基づく新たな枠組みによる

食品安全行政の確立）

食品の期限表示を賞味期限と消費期限に統一

H17
「食育基本法」施行（基本施策の一つとして食品の安全性の確保が盛り込まれる）

H18 ポジティブリスト制度施行

H19

　★期限切れ牛乳使用のシュークリームを製造・出荷（1月）

　★豚肉を混入した挽肉を牛ミンチとして出荷（6月）

　★チョコレート菓子の賞味期限の改ざん（8月）

　★和菓子の消費期限の改ざん（10月）

　★本市で菓子等の賞味期限改ざん事件発覚（10月）

「生活安心プロジェクト～緊急に講ずる具体的な施策～」（12月）

H20

　★食品による薬物中毒事案発覚（中国産冷凍餃子）（1月）

「食品による薬物中毒事案の再発防止策について」（2月）

　★うなぎ等産地偽装発覚（6月）

　★本市で赤痢による食中毒事例が複数発生（7～8月）

　★事故米の不正流通発覚（8月）

　★乳製品等食品へのメラミンの混入発覚（9月）

消費者庁創設準備

H21 ●「福岡市食の安全安心の確保に関する基本方針」改定

●「福岡市食品の安全性確保に関する基本方針」策定（7月）
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